
 

 
 
 

チャレンジ＆クリエイション（C&C）プログラム 

（九州大学/ロバート･ファン/アントレプレナーシップ・センター(QREC)） 
 

担当：QREC准教授/副センター長 五十嵐伸吾   連絡先：igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp 

問合せ：QRECプログラムマネージャー 山田裕美  連絡先：yamada@qrec.kyushu-u.ac.jp  

住所：福岡県福岡市東区箱崎6-10-1 産学連携棟 I TEL:092-642-4013 FAX:092-642-4015 

 

◆ 概要、目標 
C&C（チャレンジ＆クリエイション）は、九州大学の学生が自ら企画するユニークなアイデアや研究プロジェクトの実現

を助成する全学事業で、1997 年にスタート後毎年実施、九州大学の独自性を示す象徴的な教育プロジェクトとなっていま

す。個人または学生グループが、自ら企画・計画したアイデアや研究計画を審査、ユニークさや社会的インパクト等によっ

て 8チームを選抜、50万円を限度に資金を提供し実現を目指し活動させます。約1年後に再度成果を報告させて審査し、

優秀チームを表彰するというものです。この一連のプロセスは、参加する院生・学生の自主性、チャレンジ魂、起業家精神

を高める契機となっています。一過性の審査でなく、1年を通じてアイデアの具体化に向けて努力させるこの試みはユニ

ークで、QRECの看板事業の一つです。 

◆ 背景  
現代の大学は、従来型の教育・研究という基本的な使命に加えて、社会に開かれた新しい価値

創造（クリエーション）並びに技術革新（イノベーション）の拠点としての期待が高まりつつありま

す。このような社会の要請に応え、キャンパスから新しい風や文化あるいは潮流を如何に起こし

ていくかが大学全体に求められる課題と言えます。ともすれば閉塞的な状況に陥りがちなキャ

ンパスに一石を投じるべくＣ＆Ｃはスタートしました。 

◆ 内容 
 九州大学の院生もしくは学部生で構成されるグループで、専門分野にこだわらず、自分で考

えたテーマであることを応募資格とし、３つのプロジェクトテーマ：自分の興味と問題意識に基

づいて自由にテーマ設定を行う『自由テーマプロジェクト』、アイデアを事業化・起業化に向けて

発展させる『事業構想プロジェクト』、QREC が提供する別プロジェクトであるアントレプレナー

シップ・セミナー、「九大祭」起業体験プログラムの企画・運営委員として活動する『課題テーマ

プロジェクト』にて、学内公募を４～５月にて行い、５月中旬に審査会を開催。外部からの審査員、QREC 教員で構成される

審査員により、８プロジェクト程度が選出されます。この 8 プロジェクトには、総長裁量経費による活動費（50 万円上限）が

与えられ、プロジェクトは１年をかけて実現を目指し、秋に中間発表会として各チームより進捗を発表、翌２月に最終報告会

を行い、最優秀賞、優秀賞を決定します。 
 

◆ 効果 
今年度のプロジェクトでは、社会貢献を試みるもの、新たな技術開発に対して自らの一歩を記すもの等、九大生達の

様々な活動を見ることができます。最優秀賞を受賞したプロジェクトは、他コンテストで入賞を果たすものもあり、また、

数年前に立ち上げたプロジェクトは、現在は、企業や地域よりサポートを受け継続しているもの等の実績が上がっていま

す。それ以上に学生が自ら課した課題に日々向き合う姿勢が最も大切なものであり、C&Cが狙いとするものです。 

◆ 今後の展開 
 学内での認知度も高まりもあり、この C&C の考え方を発展させたグローバルチャレンジ＆クリエイション（QGCC）プ
ログラムを 2014 年度よりスタートする予定です。QGCC では、九州大学生に海外のビジネスプランコンペで外国の学生

達と競い合う機会を提供し、国際社会で通用する本格的なアントレプレナーシップ、イノベーション力、グローバル性を習

得させることを目的とし、九州大学の教育に対する国際的かつ先進的な取組を国内外に情報発信していく予定です。  

C&C2013公募ポスター 

C&C2013採択プロジェクト 
区分 No. プロジェクト名 代表者の学府・学部 代表者の専攻・学科 学年

全構
成員

1 「ラジオデザイン」プロジェクト 芸術工学部　工業設計学科 工業設計学科 B3 2

2 風向変動を再現できる新型回転風洞の開発
(水平軸風車のヨーエラーによるエネルギーロスの研究のため) ２１世紀プログラム B1 8

3 ギャルのためのコミュニケーション促進ツールの開発 芸術工学府デザインストラテジー専攻 デザインストラテジー専攻 M1 5

4 再生可能廃材による楽器プロジェクト-「もったいない」の心を音にする- 芸術工学部音響設計学科　４年 音響設計学科 B4 5

5 マルチエージェントシステムを応用した自動作曲フレームワークの研究・提案 システム生命科学府 M2 3

6 障がい者アートの商品化に関する提案
(だんだんボックス学生実行委員会) 芸術工学部 環境設計学科 B4 19

7 九州初の実験開発ラボScience Labo 『MARCH』立ち上げを目指して システム生命科学府 システム生命科学専攻 D3 3

8 Create　Together　～NO　border between you and me～ ２１世紀プログラム B3 3

9
「Farm Share House 篠原」
～地域協働農園付き学生シェアハウス創出による地域活性化に向けたビジネスモデル構築に関する研究～

人間環境学府 M2 23

自由テーマ

事業構想
プロジェクト
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